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1959年北海道網走郡津別町生まれ。北見柏陽高校、日本大学理工学部交通工学科卒業、1983年日
本大学大学院理工学研究科（交通土木工学専攻）修了。1995年博士（工学）の学位取得（日本大学）
社団法人土木学会、栃木県内の大学教授を経て、2006年10月にまちづくりＮＰＯ（足利市）を主宰。
栃木県足利市在住。全国各地で、地域公共交通、地域ブランド・シティプロモーション、観光やまちなか活
性化、都市計画等のまちづくり活動に関する企画・計画づくりのコーディネート、人材育成・研修・創業塾の
講師や、各種の講演など、幅広く実践活動に携わる。

地域公共交通に関する主な活動実績（R7年度）

【地域公共交通会議・協議会への参加】
【委 員】千葉県香取市（会長）、茨城県桜川市（副会長）、稲敷市（副会長）、古河市、千葉県南房総・館山地域、北海道津別町
【アドバイザー】群馬県館林市外四町、栃木県栃木市、宮城県山元町、北海道オホーツク総合振興局、中標津町、釧路町、雄武町、

遠軽地区（遠軽町、湧別町、佐呂間町）、清里町、奥尻町、森町、洞爺湖町、蘭越町、豊浦町、豊富町
【座 長】北海道運輸局第三者評価委員会
【地域公共交通計画等の策定支援】
【地域公共交通計画】作成指導・香取市、桜川市、稲敷市、山元町、釧路町、豊富町

作成業務・遠軽地区（遠軽町、湧別町、佐呂間町） 、清里町、豊浦町、雄武町、奥尻町、木古内町、蘭越町、由仁町、津別町、
中標津町、乙部町、北斗市、森町、知内町、洞爺湖町、寿都町、豊浦町

【協働トライアル（広域計画）】作成指導・群馬県館林都市圏、千葉県南房総・館山地域、北海道オホーツク総合振興局
【利便増進実施計画】 申請中・宮城県山元町、北海道中標津町、準備中・北海道奥尻町、雄武町
【公共交通アドバイザー業務の受託】
館林市外四町、桜川市、稲敷市、山元町、乙部町、森町、洞爺湖町、津別町、中標津町、奥尻町、木古内町、蘭越町、豊浦町、由仁町、
遠軽地区、雄武町、寿都町、豊富町、オホーツク総合振興局、清里町、知内町 （太字は計画推進）
【共創・MaaS、モビリティ人材育成、交通空白モデル事業】 千葉県香取市、北海道洞爺湖町、奥尻町、鷹栖町

村民が一体となって創り育てている
「むらバス」：北海道赤井川村
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運輸局・運輸支局の皆さんに期待したいこと

【多くの自治体】
• 課題としての優先順位が低い、兼務が多く手が回らない、何をしたらよいか分からない等
• そのため、交通事業者にお任せ、手を付けずに現状維持で終始している
【問題意識を持った自治体】
• 何から手を付けて良いか分からない、とりあえず計画づくりをコンサルに任せる、やっている
感だけは持っている等

【中核都市以上の規模の自治体】
• 専門部署もあり、担当者はそれないの知識を習得しているが、交通システムを中心に施策
を推進する傾向がある

• 市内の交通事業者の力が強いため、言いなりに陥りやすい

自治体担当者の主な課題として
（自治体のおかれている状況によっても異なりますが）

実務経験を通して感じていること～かなり泥臭いです（苦笑）

• 自治体担当者とのコミュニケーションと良好な関係構築：意識啓発と情報共有
⇒自治体には交通の専門家はいないので、相談しやすい関係、伴走支援等
⇒待っているのではなく、こちらから仕掛けることも

• 法定協議会等での積極的な発言と情報提供
⇒思い込みの発言も多いので、冷静な法的サポートと国の動きの情報共有等

自治体への支援や関係づくりは、まず顔を合わせる、地域の状況について
話を聞くことから始めてみることをお勧めします
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計画の策定・見直し・更新を進めることは理解しているが、本音を言うと・・・
• よく分からないが与えられた業務なので上手にこなしたい
• 人手が足りない、仕事が忙しいので地域公共交通についてモチベーションが湧かない
• 何から始めて良いか分からないので、とりあえず情報収集や勉強だけはしておく
• 計画は作成してあるが、現状の交通体系に手を付けるのは手間がかかる、計画推進
も検討のまま、議会さえ乗り越えられれば・・

そこでどう考えているか・・・
• 計画の見直し、更新は、作成の手引きがあるのでそれに合わせればよい
• 隣の自治体を参考にして、丸投げと思われないように、コンサルに外注する
• 現状の交通体系は手を付けず、国が出している作成の手引やモデルアーキテクチ
ャ―（標準設計）に沿った計画になれば良い

• 首長が新しもの好きなので、営業に来たＩＴやシステム業者に任せて、新しい交通シ
ステムを導入する

計画づくりで自治体担当者から良く聞く話、よくある話

自治体が置かれている状況によっては、必ずしも間違いとは言えませんが・・
少なくとも、しっかりと地域公共交通に問題意識を持っていただきたいと思います

このままではまずいと理解されている皆さん、時代を見据えながら、
地域公共交通について、今までの視点や発想を変えてみましょう！

次のスライドからは、現在実務的に関わっている自治体での取り組み・プロセス、及
び課題解決に向けた工夫や検討について紹介します。
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栃木県栃木市 H22～26に１市５町で合併
人口 152，１13人（R7.6末現在）
面積 331．50Km2

【移動サービスの現状】
鉄道 JR両毛線、東武日光線・宇都宮線
バス 民間路線バス１路線、コミュニティバス5
事業者・11路線（全て運行委託・4条乗合）
R6全路線合計利用者数227,927人、収支率
7.9％、市補助金335百万円
フルデマンド乗合（区域） 蔵タク8事業者（全
て運行委託・4条乗合、電話予約は行政）
R6登録者数25,714人、実利用者数1,892人、
収支率11.1％、市補助金59.5百万円
スクールバス 小中6校、直営6台・民間3台
福祉有償運送 13事業所（69台）
福祉タクシー券、その他福祉輸送サービス
ボランティア輸送も複数あり
地域公共交通網形成計画 H30策定、R9まで
R6地域公共交通計画に改訂蔵タクの運行エリア

現在の検討作業
・事業者動向を含めた現状把握
・需要に合わせた路線の整理・統合
・デマンドを含めた交通システムの
重複の解消、役割分担
・移動サービスの効率化による公
的資金投入額の削減
・データの可視化と、関係各所のヒ
アリングを実施中

・合併都市の典型
・問題意識が希薄
・一筋縄ではいかない

幸いなのは、
・行政担当者が良質、危機感共有
・地元に交通事業者がいる
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公共交通ネットワーク図
千葉県香取市 H18に1市3町で合併
人口 68，975人（R7.7.1現在）
面積 262．35Km2

【移動サービスの現状】
鉄道 JR成田線・鹿島線
バス 高速バス3事業者・5路線、
民間路線バス3事業者・8路線（R4利用者総数
75,021人、行政負担額38百万円
循環バス10路線（R4利用者総数49,101人、収支
率12.9％、行政負担額50百万円
デマンド乗合タクシー 小見川地区1事業者（
R4登録者数786人、実利用者数174人、収支率
20.6％、行政負担額6.3百万円
タクシー 5社・保有台数39台
スクールバス 小中8校・31台・運行経費121百万
円 福祉タクシー 2事業、福祉有償運送1社、福
祉交通に係る行政負担額13百万円
地域公共交通計画 R6.3策定、R11.3まで。

香取市では、従前は小見川地区（旧・小見川町）のみ乗合タ
クシーによる区域運行を実施していたが、その他の地域は比
較的路線バス、循環バスによる路線型運行が充実。
しかし、バス運転者不足、改善基準告示の改正（2024.4）の
影響もあり、既存の路線バスおよび循環バスを維持すること
が困難な状況となっていた。
そこで・・・
路線バス及び循環バスの廃止・減便に伴い発生する交通空
白等を解消し市民等の移動手段を確保するため、令和6年10
月から実証運行としてAIオンデマンドシステムを活用した自家
用有償旅客運送（道路運送法第78条第2号）を導入
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R6共創MaaS実証プロジェクトの採択を受けてスタート
国土交通省調査好事例集
にも選定されてますが・・・

主な検討のポイント
•広域的な移動である市内から市外の移動は路線バ
スとして残し、市街地の循環はコミュニティバス（循環
バス）に集約した。それ以外をAIオンデマンド交通で
代替することとなった。（結果的に、当初案は9路線を
すべて廃止する内容であったが、数路線を維持したう
えで代替手段に移行）
•通学需要に対応するため、一部区間においては路
線型運行を併用。

・民間バス路線の廃止に慌てて対応
・安直にAIデマンドを導入した典型
・地元タクシー事業者との調整が不十分

まだまだこれ
から（苦笑）
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高速バス及び市外を結ぶ民間路線バス 稲敷エリア広域バス

市内を運行する路線バスの運行ルート

現在の検討作業
・定時定路線型交通ネットワークをデータや地域の状況を分析しな
がら、R6年度より再編作業に着手
・市内交通事業者の意向や調整・協議を重ね、路線の再編や統廃
合、交通システム変更を検討市外路線の動向注視、代替も検討
・タクシー券の効率化と高度化も検討
・タクシー券を含め移動サービス全体の公的資金投入額の削減
・データの可視化と、関係各所のヒアリングを実施中

コミュニティバスの運行ルート

茨城県稲敷市 H17に4町村で合併
人口 36，587人（R7.7.1現在）
面積 205．81Km2

【移動サービスの現状】
高速バス1路線、市外を結ぶ民間路線バス2事業
者・ 3路線、稲敷エリア広域バス（フィーダー対象
路線、牛久市・稲敷市で運行委託、R5利用者数
12,662人、収支率36.5％、市負担9百万円）、市
内路線バス2事業者・5路線（全て運行委託・4条
乗合、R5利用者数92,749人、収支率18～28％）
、コミュニティバス3路線（全て運行委託・4条乗合
、R5利用者数15,980人、収支率8.8％）
タクシー券：最大96枚/年、R5登録者数1,053人、
使用枚数16,585枚
R5地域公共交通対策事業費総額151百万円
スクールバス 小中7校、高校等4校
その他民間施設の送迎サービス、移動スーパー等
がある。
地域公共交通計画 R4.3策定、R7.3一部改訂、
R9.3まで。R6年度再編検討調査実施

・合併都市に有りがち
・分散型の居住実態
・生活圏が四方に拡散

幸いなのは、
・行政担当者が良質
・問題意識が明白
・地元事業者との関
係が良好



桜川市の公共交通網（平成30年11月現在）
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茨城県桜川市 H17に3町村で合併
人口 35，612人（R7.7.1現在）
面積 180．06Km2

【移動サービスの現状】
鉄道 JR水戸線
桜川市・つくば市間広域連携バス「ヤマザクラGO」
（フィーダー対象路線、運行委託・4条乗合、R6利
用者数70,116人、1便平均8.2人、収支率18.8％
、行政負担額52百万円）
タクシー券：最大60枚/年、R6申請者数1,777人、
利用枚数51,365枚、行政負担額25.7百万円
さくらがわ地域医療センター無料送迎ワゴン R6
利用者数7,566人
スクールバス 4小学校。今後増える予定
福祉タクシー助成あり
地域公共交通計画 R4.3策定、R7.1一部改訂、
R9.3まで。R7より計画更新準備中

桜川市内巡回ワゴン「ヤマザク
ラGOミニ」運行ルート図

令和２年４月より、巡回ワゴン１０ルート（各ルート週２回運行、１日
７～８便、車両３台）で実証運行を開始。コロナ禍ではあるが、地
域の足の定着に向けて奮闘中。
桜川市の丁寧な取り組みは、各地で高い評価をいただき、令和
元年度関東運輸局局長表彰（初代）をいただきました。
でしたが、循環ワゴンの利用者低迷もあり、市内全域でのデマン
ド乗合タクシーと合わせて、両方を廃止。令和5年10月1日より、
タクシー運賃助成に転換

好調な「ヤマザクラGO」に先導され、一時は先進事例
医療センター送迎ワゴンとの調整つかず
ただし、地元タクシー事業者はデマンドからタクシー助成に転嫁したことで好調



宮城県山元町
人口 11，361人（R7.6末現在）
面積 64．48Km2（東西約6km、南北約12km）
鉄道 JR常磐線（仙台駅まで約40分）
東日本震災後は仮設住宅からの移動手段として、
また運賃無償化のため、町民バスの利用者は年
間10万人を超えた。H29に交通体系を大きく変更
し有償化。年間2万人前後で推移。
町民バスのR4利用者数21,545人、収支率6.9％
、行政負担額32.9百万円。
デマンド型乗合タクシーのR4利用者数5,250人、
収支率3.3％、行政負担額24.0百万円
R6より地域公共交通サービスの再編中、現在利
便増進実施計画を作成中
町民バス（ハイタク協議会に運行委託・自家用有
償運送）を3路線から1路線に統合。デマンド型乗
合タクシーを4社・4エリア（受付4社毎・運行委託・
4条乗合）から町内全域（ハイタク協議会で一元化
・運行委託・自家用有償運送）
地域公共交通計画 R6.3策定、R7.7変更予定、
利便増進実施計画の作成に合わせて、R12年度
まで計画期間を延長予定

路線型と補完する区域運行に整理、
公共ライドシェアとして統合

作成協力：日本データーサービス㈱

・計画策定を専門外のコンサルタントが受注した
ため利便事業を進めながら内容を調整中
・行政担当者の対応が・・・
・東北運輸局が熱心に支えてくれている
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（北海道オホーツク総合振興局・令和７年度第１回北海道オホーツク地域等公共交通活性化協議会（2025.6.10）会議資料より）

広域路線の利便性追求や最適化に果たす道庁・オホーツク総合振興局の取り組み

複数自治体間の広域路線の最適化に向けて、
道内はもちろん、全国各地に広がって欲しい
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北海道奥尻町 人口 ２，101人（R7.6末現在）
面積 １４２．９９Km2

地域公共交通計画 R7.3策定、R11年度まで
R6共創MaaSモデル事業及び人材育成事業、グリス
ロ実証運行
R7共創MaaSモデル事業、交通空白解消事業、及
び利便増進実施計画準備中

奥尻町地域公共交通計画での目指す姿

「奥尻町コミュニティ創出と地域活力創造プロジェクト」

「奥尻町利便増進実施計画のたたき台」

R7年度の取り組み（一部）

行政職員、町民、
関係者が同じ方
向を向いて進み
だしている
ネックは交通事業
者・・・

作成協力：㈱サーベイリサーチセンター北海道事務所
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北海道雄武町 人口 ４，０２５人（R7.5.31現在）
面積 ６３６．８６Km2

地域公共交通計画 R7.3策定、R11年度まで
R7利便増進実施計画準備中

雄武町地域公共交通計画での目指す姿

作成協力：㈱サーベイリサーチセンター北海道事務所

行政、町議会、事業者が同じ方向を向いて
進みだしている
北紋バス・宗谷バスと町が協定を結び、町
民はマイナンバーカード提示で町内無償化
コミュニティバスとの相乗効果が現れている
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北海道蘭越町
人口 ４，３８９人（R7.4末現在）
面積 ４４９．７８Km2

【移動サービスの現状】
鉄道 JR函館本線
路線バス（4条乗合） ニセコバス3路線（福井線
・雷電線・ニセコ線、赤字補填4百万円）
道路運送法外の交通サービス・らんらん号7路線
（R5利用者1便平均1.7～4.2人、行政負担額16
百万円）
スクールバス 町内7路線、運行経費64百万円
福祉ハイヤー助成等、複数あり
地域旅客運送サービス等に係る経費総額・R5
決算額91.7百万円
地域公共交通計画 R7.3素案作成、R7年度～
11年度まで

らんらん号の再編方向性

町長の決断と行政担当者の粘り勝ち！
路線バスの撤退の動きもある中で、町民に
あった移動支援を模索中
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蘭越町予約運行型交通「らぶちゃん号」予約システムスキーム（案）

日本データーサービス㈱ 中野氏作成案

デマンド運行を行う場合、利用者の絶対数が少ない地域では、ＡＩデマンドのような
システムの導入は現実的ではない（見栄ならともかく）。今ある資源を有効活用する
ことで実証運行していくことが望ましいと思います。
地域によって、場所によって、置かれている状況によって、交通システムは向き不向
きがあることを理解したいですね。

行政担当者の覚悟に支えら
れています
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北海道中標津町
人口 ２２，１２８人（R7.6末現在）
乳用牛 ４４，３９７頭（R7.2.1現在）
面積 ６８４．８７Km2

R3公共交通関連支出188百万円、うちスクール
バス13路線・91百万円
地域公共交通計画 R5.7策定、R6.5一部改正、
R7.3一部改正、R9年度まで
R7利便増進実施計画準備中

中標津市内線及び町営バスの路線図（現況） 市内線は３分割、郊外線はデマンド（路線型）

交通事業者が非協力的であったものの、
効率的かつ利便性の高い再編が進行中



16

実施主体：洞爺湖町地域公共交通活性化協議会、運行主体：洞爺湖町（明星自動車）
サポート体制：室蘭工業大学、日本データーサービス、Panasonic、NEC、洞爺湖町商工会

人口 ７，８３９人（R7.6末現在）
面積 １８０．８７Km2

常にチャレンジし続ける洞爺湖町：地域公共交通 共創・MaaS実証プロジェクト

まちポイントの活用による公共交通と地域活性化プロジェクト

作成協力：日本データーサービス㈱

（令和６年度第１回洞爺湖町
地域公共交通活性化協議会
（2024.6.27）資料より）

令和７年度「交通空白」解消緊急対策事業 ライドシェアの仕組みを活用した夜の交通空白時間解消事業

公募した運転手により運行する「ライドシェア」の仕組みを導入し、夜の移動の足を確保する事業の実
証実験を行う （令和７年度第１回洞爺湖町地域公共交通活性化協議会（2025.6.20）資料より）

町長・副町長の決断、
行政担当者の能力、
関係者を巻き込む力、
全てが好循環している
たまに勇み足もあるが（笑）



17

地域の皆さんと創る公共交通の先行した取り組み

（令和５年度国土交通省交通関係優良団体大臣表彰）現在、月間3，000人以上が乗車



ご静聴ありがとうございました！

「ゆるキャラⓇグランプリ2013」第1位
佐野ブランドキャラクター「さのまる」仕掛け人です。
すっかり古くなりましたが（苦笑）
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まずもって、オンラインを
含め、研修に参加されて
いる皆さんに感謝です。

【スペシャルサンクス】
常にチャレンジングな機会を提供し続けて下さる北海道運輸
局の皆さん、地域の状況を駆け引きなくストレートにぶつけて
こられる道内自治体の皆さん、まったくもって無理難題もにっこ
りと笑って持ち掛けてくる日本データーサービス㈱の皆さん、
黙ってサポートして下さる㈱サーベイリサーチセンター北海道
事務所の皆さん、お会いする皆さん全てに特別な感謝を込め
て。
時代の流れ、交通の動きは早いので、お互いに、一緒に成長
しながら頑張っていきましょう！

持続可能な地域公共交通を進めるには
交通システムから考えるのではなく、まちづくりの装置としてみる
利用者⇔運行事業者⇔支える人（行政）の構図を理解する
理屈（理想）ではなく、現実（現在進行形）で考える
固定概念にとらわれずに柔軟に
１００点を目指さずに６０点を目指す


